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扉の向こうに
一歩踏み出そう

2020-2021年度  国際ロータリーのテーマロータリーは機会の扉を開く

2020-2021年度
和歌山東ロータリーのテーマ

❹みんなのためになるかどうか❸好意と友情を深めるか❶真実かどうか ❷みんなに公平か

2021年3月25日（木）
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（通巻2923）

　皆様こんにちは。

　桜前線も近づいてきまして、和歌山も今日にでも開花宣言が出そうですね。

　今月はロータリーの「水と衛生月間」です。また、来週の月曜日、3月22日は国連が定めた「世

界水の日」です。

　日本では蛇口をひねれば透明で清潔な水が出てきます。庭の水やりにもトイレにも、大方きれいな

水が使われています。わざわざ飲み水をペットボトルで買う人も少なくありません。しかし、世界では20億人もの人々

が安全な水を利用できない状況にあるそうです。新型コロナの流行により、手洗いが不可欠であることも再認識され

るようになりましたが、そのために必要な安全な水が確保できていません。

　ロータリー財団は、世界中の人々が安全な水と衛生設備を利用できるよう支援するプロジェクトに対して、2014年

以来5,100万ドル以上の補助金を提供してきました。我がクラブでも、タイ国ノンケームRCの協力を得て、本年度の

国際奉仕事業として現地の小学校に浄水器を寄贈しました。これら浄水器は、予定通り既に設置されており、当初は

水と衛生月間あたりで贈呈式を行う予定でしたが、ご承知の通り感染拡大が収まらないため、その贈呈式を行えない

状況にあります。

　今後、状況が許せば本年度中に実施したいところですが、スケジュール的にもタイトで現実的には難しいかなと思っ

ています。コロナでいろんな事業が予定通りに進まない状況ですが、水と衛生月間が、水不足に悩む世界の貧しい国々

に対してどうしたら安全できれいな水を届けることができるのかを考えるきっかけになればと思います。

　本日は自衛隊和歌山地方協力本部の中尾京一本部長にお越しいただいています。日本では「水と安全はタダ」と

いう意識が残っていますが、私たちが平和や安全を享受できているのも自衛隊や警察のお陰であると感謝し、本日の

卓話を拝聴したいと思います。よろしくお願いいたします。

会 長 報 告� 樫畑　友洋  会長

◦4月1日の当クラブ例会は休会となりますのでお間違いのないようお願いいたします。

幹 事 報 告� 亀田　直紀  幹事

おめでとうございますおめでとうございます

奥村　申二さん（53歳）

お誕生日お祝い
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例会日  木曜日  12時30分

❶真実かどうか ❷みんなに公平か

❹みんなのためになるかどうか❸好意と友情を深めるか

ありがとうございました

■卓話「防衛省・自衛隊の災害派遣」
自衛隊和歌山地方協力本部　本部長　中尾　京一さん

■ロータリーソング	 加納　研次　ソング委員長
　「和歌山県民歌」「日も風も星も」

■クラブフォーラム「雑誌・中村文庫」■卓話「Rotary のミ二知識/歴史編」
国際ロータリー第2640地区研修リーダー/ パストガバナー

樫畑　直尚さん

■ピアノ演奏	 中井　利枝さん
　洛陽大路（服部　克久）
　月影の並木道（服部　克久）

出席報告 会員数 42名（内出席規定適用免除会員8名）

加納　研次　出席委員長 3月18日（本日） 24名/36名 66.7% 皆さん、出席してください。

にこにこ箱にこにこ箱

本日の例会� 3月25日(木) 

前回の例会� 3月18日(木) 

次回の例会� 4月8日(木) 

山本　進三さん	 中尾本部長、本日は卓話ありがとうございます。自衛隊の話、楽しみにしてます。
瀧川　嘉彦さん	 中尾様、本日は卓話よろしくお願いいたします。
樫畑　友洋さん	 中尾本部長、本日はご多忙の折お越し頂きありがとうございます。
亀田　直紀さん	 中尾様本日はよろしくお願いします。
細川　竜二さん	 中尾様本日よろしくお願いします。

（お誕生日お祝い）
奥村　申二さん	 53才になりました。

本日の累計…16,000円（計6名6件）　〔お誕生日お祝い…300,000円　奥様花お礼…97,000円　皆出席表彰…30,000円　その他…1,116,000円　累計…1,543,000円〕

　防衛省・自衛隊の役割は、「主たる任務である国の防衛」、「災害派遣テロ等多様な事態への対応に係る任務」、

「国際社会の平和と安全の維持に貢献する国際協力」と大きく3つに分類され、そのほかに付随的任務として、

オリ・パラ支援や南極観測船の運用協力などがあります。若い方は「自衛隊」イコール「災害派遣」というイメー

ジを持たれている方が多いのですが、災害派遣は「公共の秩序の維持」のため必要に応じて行う任務です。

　災害派遣の要請ができるのは、各都道府県知事のほか、海上保安庁長官、管区海上保安部長、航空事

務所長となっていますが、特に緊急を要し、要請を待ついとまがない場合には、自主派遣として部隊を派遣することもできます。

　災害派遣は、「緊急性:状況から見て差し迫った必要性があること」、「非代替性:自衛隊部隊等が派遣される以外に他に適切

な手段がないこと」、「公共性:公共の秩序を維持するという観点において妥当性があること」この3つの観点を総合的に勘案し、

緊急的・一時的な支援のために行うことから、復興支援は行いません。

　先般3月15日に和歌山県湯浅町で震度5弱の地震が観測されましたが、防衛省・自衛隊は、震度5弱以上の地震が発生した

場合、速やかに情報収集できる態勢をとっています。例えば、陸上自衛隊では人員約3900名、車両約1100両、航空機約40

機が24時間待機し1時間を基準に出動できる態勢をとっており、先般の地震では我々自衛隊和歌山地方協力本部も県庁に情報

収集要員を派遣しました。

　自衛隊和歌山地方協力本部は、東日本大震災や紀伊半島大水害の得た経験を、県内の中学生及び高校生に「防災スクール」

という授業形式で実施し啓発活動を実施していますが、自助・共助については、皆様の日ごろの備えが重要ですのでしっかり

と防災対策をお願いします。公助については、防衛省・自衛隊は「最後の砦」として皆様の人命・財産を守る所存です。

卓話「防衛省・自衛隊の災害派遣」��自衛隊和歌山地方協力本部　本部長　中尾　京一さん


